
















ヨルダン



























地震発生

●即座にテーブルの下に隠れる

●地鳴り、激しい揺れ

●轟音、破壊音、ガラスの割れる音

●天井が落下、建物崩壊の危険を感じる

●大掲額が身を守るテーブルに落下

●死の恐怖

●必死の屋外脱出

●1度目の命拾い（冷静な対処が大事）







金華山には鹿が多い







防災無線の指示に従うべし











2度目の命拾い







































3度目の命拾い









黄金山神社での不安な一夜

●長期滞在も覚悟

●暗闇で続く余震

●先に港を出た友人が気がかり

●家族との連絡できず











































ぜひ撮ってけさい



















30キロのコメ袋



食事はパン１/3
水は紙コップ1/4

















JR仙石線
ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱより



姉の家は流失

避難所でもらった

一生で一番おいし

かったメロンパン



























子供のころの遊び場 思わず号泣























JR仙石線路線図
ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱより



新東名駅
ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱより



新野蒜駅
ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱより



金華山黄金山神社の鹿
MATCHAより



現在の黄金山神社
MATCHAより



鮎川港ｼﾝﾎﾞﾙクジラのﾏｽｺｯﾄ





































全壊に近い大規模半壊からの復旧工事開始



































改めてなぜ巡礼か？

●阪神淡路大震災後の四国巡礼
震災で犠牲になった妻、息子夫妻、孫2人の家族５人
の慰霊遍路者に出会う。５人目の時は、慰霊よりも本
人自身の癒しの場になっていたとのこと。

●孫と鎮魂と復興を祈る四国巡礼
地域住民の接待、交流の場を改めて実感。四国モデ
ルができれば地域の活性化が可能

●祈りの場としての寺院に慰霊碑、伝承碑を管理して
もらえれば、忘れ去られることがない。また、宗派を超
えた多くの寺院の賛同で、いつでもどこでもその場を
提供することができる。








